
応
援
し
ま
す
！
あ
な
た
の 

子
育
て
・
家
庭
教
育

　

広
島
県
教
育
委
員
会
は
、
親

の
教
育
力
や
モ
ラ
ル
の
低
下
な

ど
、
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
が

指
摘
さ
れ
る
中
、
家
庭
の
教
育

力
向
上
を
目
指
し
て
、
「
親
の

力
を
ま
な
び
あ
う
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
（
通
称
親
プ
ロ
）
を
活

用
し
た
学
習
機
会
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

府
中
市
も
、
研
修
会
や
懇
談

会
、
保
護
者
会
な
ど
主
に
、
学

校
、
保
育
所
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
開
催
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
学
校
・

義
務
教
育
学
校
後
期
課
程
の
授

業
で
行
わ
れ
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
あ
り
ま
す
。
保
護
者
の
子

育
て
の
悩
み
や
不
安
を
解
消
す

る
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
間
の

交
流
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
深
め

る
こ
と
な
ど
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
し
つ
け
や
子
育
て

な
ど
、
家
庭
教
育
や
学
校
生
活

の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
子
育
て
が
楽
し
く
な
り
、

参
加
者
同
士
の
交
流
が
生
ま
れ

る
「
親
プ
ロ
」
を
ぜ
ひ
あ
な
た

も
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
体
験
！

９
月
に
開
催
す
る

〈
あ
さ
ひ
児
童
館
会
場
〉

と
き　

９
月
３
日（
日
）10
時
10

分
～
11
時
15
分
、
11
時
45
分

～
14
時
30
分

〈
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
会
場
〉

と
き　

９
月
４
日（
月
）10
時
30

　

分
～
11
時

参
加
料　

無
料

※
予
約
は
不
要
で
す
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か

　

「
親
の
力
を
ま
な
び
あ
う
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
進
行
を
す

る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
養
成

す
る
た
め
の
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　

講
座
の
受
講
者
に
は
、
広
島

県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

修
了
証
が
交
付
さ
れ
、
府
中
市

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て

活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き　

10
月
12
日（
木
）・
19
日

　
（
木
）13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

府
中
市
生
涯
学
習
セ

　

ン
タ
ー

定
員　

先
着
10
人

受
講
料　

無
料

申
し
込
み
方
法　

生
涯
学
習
課

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
期
限　
９
月
29
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
、

府
中
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
・
ク
ル
ト
ピ
ア
な
ど
に

あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
親
の
力
』
を
ま
な
び
あ
う

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

養
成
講
座

「親の力をまなびあう学習プログラム」

実施時間は、基本的に90分～120分程度
としていますが、短時間での学習機会
にもプログラムをアレンジして対応す
ることができます。

「親プロ」を活用したい団体へ、話し
合いを進行するためのファシリテータ
ーを派遣します。
申し込み方法　
生涯学習課にある申込書で申し込ん
でください。申込書は、市ホームペ
ージからもダウンロードできます。
申し込み先　生涯学習課（☎４３-７１８１）

参加者の声

・�改めて、子育てや子どもとの関わり方について確
認できた。

・地域の人の子どもを見守る目の大きさに感心した。

実施時間

「親プロ」講座の申し込み

このプログラムには、正解はなく、
大切なことは積極的な話し合いや共感を
深めること、そして、出会いをきっかけに
皆さんのネットワークができることです。

さらに、親として、地域としてどのよう

に関わればよいか意見を出し合い交流し、

話し合いの内容を振り返る。

このエピソードを聞いてどんなことを感

じたか、また、今、子どもの交友関係な

どで気になることはないかグループで話

し合う。

親プロの紹介とファシリテーターの自己

紹介に続いて、ゲームを行い、参加者が

リラックスできる雰囲気作りをする。

親
プ
ロ
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
み
よ
う

ファシリテーターが、題材となるエピソ

ードを紹介。まず個人で解決策を考える。
話し合いでは３つの約束を大切にし
ています

▽参加者皆さんが発言できるように
▽否定せず、一人一人の考え方をじ

　っくり聞く

▽話し合いの場で聞いたことは、他
　言しない

問い合わせ先　生涯学習課（☎４３-７１８１）

寄って・話して・自ら気付く
子育ての悩み、
特集

親子関係をより豊かにする

ためのきっかけ作りをサポ

ートし、自分自身も成長で

きるのがファシリテーター

です。

一人でも多くの人が、楽し

く子育てに向き合えるよう、

私たちと一緒に、活動して

くれる人を募集しています。
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